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１．はじめに 

2004年6月8日、地球から見て金星が太陽面上を通過するという珍しい事象が起きた。

これを利用して金星の太陽面通過より１天文単位を求めるのが今回の目的である。この

方法は彗星で有名なハレーが340年前に提唱し、130年前には日本各地でこのための観測

が行われた。 
 離れた 2 地点から同時刻に観測を行い、観測結果より生じる金星の太陽上での位置の違

い＝視差よりこれを求める。神奈川県港北区の日吉にある慶應高校での観測結果と、①ノ

ルウェーのトロンハイム、②人工衛星の GOES12 号の画像をそれぞれ比較した。 

２．観測 
  

（１）  基線長 
まず、観測を起こった2地点がどのくらい離れているか、太陽に対する垂直成

分上の距離、すなわち基線長を求めた。 
日吉とトロンハイムの基線長はEarth Browserというシミュレータの画像上の 

   
図－１日吉－トロンハイム間基線長   図－２ ＧＯＥＳ‐日吉間基線長 

 
   長さより求め、ＧＯＥＳとの基線長は軌道データより図を作成して求めた。 
（２） 視差を求める。２地点の同時刻の画像を重ね合わせて視差を測った。GOES

とトロンハイムと２画像で行った。観測画像は次ページのようである。 
（３） 算出方法 

求めた視差は次の図－３のΘである。これと基線長 ℓ を使用し、三角比を用い

て金星と地球間の距離を求めた。…① そして、ケプラーの第３法則・惑星と太陽の

平均距離（ａ）の３乗は、公転周期（ｐ）の２乗に比例する。特にａ（A.U.）、ｐ（年） とすると

すべての惑星においてａ³ /ｐ² =１となる。これを用いて距離の比を出すと、太陽～金星
：金星～地球の距離の比が 0．72：0．28 となる。 
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生徒 一天文単位 視差（’）

a 163,431,728 0.51 トロンハイム
b 129,025,049 0.64 トロンハイム
c 136,193,107 0.61 トロンハイム
d 153,217,245 0.54 トロンハイム
e 90,795,404 0.91 トロンハイム
f 145,673,442 0.57 トロンハイム
g 162,875,367 0.51 トロンハイム
h 158,159,737 0.53 トロンハイム
I 194,004,351 0.43 トロンハイム
j 196,297,546 0.42 トロンハイム
k 145,113,355 0.57 トロンハイム

トロンハイム平均 152,253,303

l 124,109,517 1.02 GOES
m 88,649,655 1.42 GOES
n 132,974,483 0.95 GOES
o 117,564,355 1.07 GOES
p 141,332,830 0.89 GOES
q 78,819,552 1.60 GOES
r 88,189,708 1.43 GOES

GOES 平均 110,234,300

全体平均 135,912,580

 
 
 
 
 
 

日吉観測      ＋ トロンハイム画像   ＝  太陽面経緯度図 

       
   日吉観測      ＋  GOES画像     ＝  太陽面経緯度図  
 

 
これより１天文単位は基線長/（２×tanΘ×0．28）
となる。各々が算出した１天文単位の値は左下表

のようである。 

 

     図－３ 模式図３．結果 
・トロンハイム比較結果１.５×１０⁸  km 
・GOES比較結果    １.１×１０⁸  km 
・全データの平均   １.４×１０⁸  km 

理論値が１億４９６０万kmであるので

誤差率が約９％となった。 
 
４．考察 

重ね合わせの際に微妙にずれてしまい、

値に影響がでたこと。視差を測定するとき

の正確さや、日吉の観測の正確さ（図が不

鮮明であった）がいまひとつであったこと

。太陽の視差を考慮していないことなどが

誤差の原因と考えられる。 
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